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【略歴】 

1987 年生まれ、大阪府枚方市出身。

2010 年、北海道大学農学部卒業。 

2012 年、同大学院農学院修士課程修

了。2018 年、『永遠についての証明』

（KADOKAWA）で第 9 回野性時代フロ

ンティア文学賞を受賞し、デビュー

（同作は 2025 年に NHK BS にてドラ

マ化）。2024 年、『われは熊楠』（文藝

春秋）で第 171 回直木三十五賞候補。その他の著書に『最後の鑑定人』（第 76 回

日本推理作家協会賞候補：角川文庫）、『完全なる白銀』（第 36 回山本周五郎賞

候補：小学館文庫）、『楽園の犬』（第 77 回日本推理作家協会賞候補：ハルキ文

庫）など。 

北海道大学創基 150 周年記念事業として、北海道大学を舞台にした連作小説

『北極星をえがく』を執筆開始。3 ヶ月ごとに第 5 話まで制作予定。第 1 話

『北極星をえがく－教養棟の蛙たち－』は 7月 25 日（金）から全国の書店に

て無料配布（数量限定）中。 

 

【講演要旨】 

私は現在、全国的にもかなり珍しい「専業の小説家」として活動していま

す。本講演では、私が小説家になった経緯を紹介するとともに、夢を追うこと

の現実的戦略、会社員とのパラレルキャリア、小説家という仕事の実態などに

ついても、私自身の実例を交えながらお話ししたいと思います。 

私が小説らしきものを書きはじめたのは小学生のころでしたが、中学生、高

校生と成長しても一向に完結させることができませんでした。北海道大学に入

学したのは 2006 年のことで、在学中は体育会剣道部に所属し、週 6日の稽古

に汗を流しました。剣道漬けの毎日を送るなかで小説のことは忘れかけていま

したが、大学 2 年の春休み、遠征で訪れた品川の書店で唐突に「小説を書きた

い」という衝動を思い出したのです。その後、在学中は読書に集中し、会社員

として就職した直後に小説を書きはじめました。私が小説家になることができ

たのは、小説的素養を北大時代に培ったおかげであることは間違いありませ

ん。本講演では北大での日々を振り返りながら、詳しい経緯を紹介します。 
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